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「 京 田 辺 市 ス ポ ー ツ 推 進 計 画 （ 素 案 ） 」 に 対 す る パ ブ リ ッ ク コ メ ン ト （ 意 見 募 集 ） の 実 施 結 果  
 
１ パブリックコメント実施の概要 
（１）募集方法 

京田辺市スポーツ推進計画（素案）を市ホームページに掲載するとともに、下記の場

所での閲覧により、市民からの意見募集を行った。 

なお、意見募集にあたっては、市広報及び教育委員会ホームページで案内を行った。 

【閲覧場所】社会教育・スポーツ推進課窓口、田辺中央体育館、田辺公園プール、野外活動

センター、中央公民館、北部住民センター、中部住民センター、中央図書館、

三山木福祉会館 
（２）募集期間 
   平成２６年１月２９日（水）から平成２６年２月２１日（金）まで 
（３）意見募集の結果 
   意見数２件（持参２件） 
 
２ 意見等の対応区分 
Ａ：意見を受けて加筆・修正したもの 
Ｂ：事業実施にあたって考慮すべき事柄として参考とするもの 
Ｃ：既に記載済みまたは対応済みのもの 
Ｄ：意見を反映することが困難なもの 
Ｅ：その他 
 
３ 意見の内容とその対応 
  市民から寄せられた意見の内容とそれに対する考えは次のとおり。 
№ 寄せられた意見 意見に対する考え 対応区分 

1-1 

市民への啓蒙活動を周期的に行

う。（ホームページのみではなく、

広報による。） 
 
 
 
 
 

市民へのスポーツに関する啓発活動

については、一人でも多くの方に必

要とされている情報を提供すること

が重要であると考えます。 
現在においても、広報紙や学びの情

報誌、ホームページ等にスポーツに

関する情報を定期的に掲載しており

ますが、今後も、有用な情報を積極

的に提供してまいりたいと考えてお

ります。 
 
 
 

Ｂ 
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№ 寄せられた意見 意見に対する考え 対応区分 

1-2 

生涯スポーツの振興と競技スポー

ツの振興があるが、同視点での企

画はまず無理と思う。 
まず、生涯スポーツの振興は、ス

ポーツの有用性をアピール、スポ

ーツ環境（施設等）の周知。スポ

ーツによる体力向上・健康増進・

ストレス発散・生活習慣病予防・

市民間の親睦・交流・絆作り等の

効果の強調。 

Ｐ２９に記載されているとおり、生

涯スポーツの推進に係る、スポーツ

の健康や絆作り等については、教育

委員会だけでなく他の関係機関と

も関わることから、密接な連携を図

りながら、取り組んでまいります。 Ｃ 

1-3 

現在、ＮＰＯ法人京田辺市社会体

育協会が実施している「スポーツ

に親しむ日」を発展させ、体協所

属のスポーツ団体の協力を得て、

各施設（体育館だけでなく、屋外

施設も含め）で同時に各種スポー

ツを体験できるような機会を作

る。 
誰でも、どんなスポーツも体験で

き、自分の合った、興味を持った

スポーツに親しむスポーツの楽し

さを味わうことが、生涯スポーツ

の振興に繋がると考えます。 

「スポーツに親しむ日」の充実につ

いては、今後、事業を実施していく

にあたっての参考とさせていただ

きます。 

Ｂ 

1-4 

競技スポーツの振興は、特定のス

ポーツに興味を持ち、競技が楽し

くなれば必然的に技術向上を計る

と思われます。 
これには、優秀な指導者と適切な

施設の充実が必要です。 
優秀な指導者養成が急務です。 

競技スポーツの推進には、ご指摘の

とおり優秀な指導者養成と適切な施

設の充実が不可欠と考えておりま

す。 
指導者の養成については、Ｐ２６に

記載されているとおり取り組んでま

いりたいと考えております。 
また、施設の充実については、Ｐ２

３記載のとおり、市民ニーズを把握

しながら、既存施設の計画的な改修

を中心に整備に努めてまいります。

 
 
 

Ｃ 
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№ 寄せられた意見 意見に対する考え 対応区分 

1-5 

（素案）、７ページ（表１）、８ペ

ージ（図７）の記述は限定的であ

り、生涯スポーツ種目選定に影響

を与える。 

Ｐ７、８については、アンケート結

果に基づき、図の掲載及び現在の本

市におけるスポーツの傾向として記

述しているものであり、特定の種目

について推奨することを意味するも

のではありません。 

Ｅ 

2 

京田辺市のスポーツの核をどうす

るのか、明確にされていない。 
核を何にするのか明確にすべき。 
市民全体で取り組めるものを明ら

かにする必要がある。 
同志社大学との連携も、どちらか

というと限定的で市民全体で取り

組むには難しいと考えられる。 
私見ではあるが、やはり京田辺で

はハンドボールがその核になりう

るものと考えられるため、「ハンド

ボールのまちづくり」を推し進め

るのが良いと考えるので、その旨

をはっきり計画に明記するべきと

考える。 
京田辺市のまちづくりの面でも核

となりうると考えられ、ハンドボ

ールを推し進めるために市民・行

政を含めて、京田辺市を挙げて取

り組む姿勢を明記すべきと思う。 

本市では、全国小学生ハンドボール

大会を現在まで、２６年間継続して

開催してきたことから、それに対す

る取り組みについて明記します。 
【修正１】 
計画Ｐ２３ ６「各種スポーツ大会

の充実 施策 ➀ 」参照 
計画Ｐ１９～２０「中学校・高校期

のスポーツ活動 施策 ➃ 」参照 

Ａ 

 


